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地域自主防犯活動活発化促進事業 

実施結果報告書 

 

１団体名 南ヶ丘自治会 

２事業名 住宅対象侵入盗撲滅事業 

３事業実施 

結果 

（背景） 

南ヶ丘自治会は日進市の南端に位置し、戸建て住宅で構成されている小さ

なコミュニティである。 

平成２９年３月時点の人口は、１，８７３人（７３７世帯）。 

 約４８年間、防犯を含む自治活動を行ってきているが、毎年数件の侵入盗

被害が発生している状況であった。よって、自治会としても住宅対象侵入盗

の防止には常に注力しており、１１年前に「（初代）防犯パネル」を作成し、

対策してきた。今回の事業では、さらなる防犯啓発活動の徹底のため、下記

のとおり実施した。 

 

（実施内容） 

住宅対象侵入盗対策のため、「地域みんなで侵入盗（ドロボウ）被害をな

くす町づくり」をテーマとして、次のポイントで事業を実施した。 

・防犯啓発 

・挨拶、声かけ運動 

・犯罪防止環境整備 

 

（１）各戸配布の防犯チラシ（１～５号）を作成し、防犯啓発活動を実施 

 １～５号の内容は下記のとおり。詳細は活動資料の項目に掲載した。 

① 「空き巣、忍込み（侵入盗）」の侵入方法 

② 「空き巣、忍込み」の発生時間 

③ 「挨拶・声かけ」で地域防犯 

④  泥棒は何を嫌がるか、対策は 

⑤  特殊詐欺に合わないために 

 

（２）各戸掲示の「防犯パネル」を作成・配布した。 

現在町全体の約８０％の家々で掲示され、町全体に「見える形」での注

意喚起となっている。 
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（３）イベント時に町内に掲示する「防犯立看板」２種類・計６本を作成し、

都度適切に注意喚起した。パネル表記は下記のとおり。 

① 「特別警戒実施中 南ヶ丘自治会」 

② 「防犯カメラ作動中 南ヶ丘自治会」 

 

（４）１１月２５日に、南ヶ丘自治会「防災／防犯フェスタ」を実施。 

  愛知警察署から講師を招き「高齢者のための防犯対策」の講演をしてい

ただいた。 

  ※フェスタ参加者：２００名（内 防犯講演来場者は約６０名） 

 ※「防犯立看板」を掲示。 

   

 

 

 

（活動の資料） 

○チラシは地区内に各戸配布し、防犯啓発を行った。 

 

■防犯チラシ No.１ 「空き巣、忍込み（侵入盗）の侵入方法」 

 <ポイント＞  

・住宅泥棒は「ガラス破り」と「無施錠」で約８０％。 

 ・応急対策はガラス破り防止シート（１０８円／枚）、補助ロック等 
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■防犯チラシ No.２ 「空き巣、忍込みの発生時間」 

 ＜ポイント＞ 

 ・空き巣の発生は昼間で、１０～１２時にピークがある。 

 ・空き巣の犯行時間は５分と言われている。 

 ・空き巣の発生は年間を通してあるが、特に秋に多い。 

行楽シーズンで出かけることが多いためか。 
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■防犯チラシ No.３ 「挨拶・声かけで地域防犯」 

 ＜ポイント＞  

・泥棒は下見に来るとき、人間関係の希薄な地域かどうかを確認している。

「人に声をかけられた」「じろじろ見られた」が犯行をあきらめた最大

の理由。 

・挨拶運動は「防犯カメラ」より効果があるともいわれる。 

 

 

■防犯チラシ No.４ 「泥棒は何を嫌がるか、対策は」 

 ＜ポイント＞ 

 ・時間をかけさせる 

・明るくして、見通し良くする 

・防犯砂利や警報機等、侵入を音で知らせる  

・「住民の目」。挨拶、声かけで犯行をあきらめさせる 
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■防犯チラシ No.５ 「特殊詐欺に合わないために」 

 ＜ポイント＞ 

・振り込め詐欺の手口は「オレオレ」、「架空請求」、「還付金等」で、時期

によって変わる。高齢者を狙うものが多い。 

・対策は家族や周りの人と相談。大金を振り込まない。 
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○防犯パネル 

・各戸に配布、掲示することにより、地区の防犯意識の高さを見せる形で示

すとともに、住民の防犯意識高揚につなげた。 

現在約８０％の家々で掲示がなされ、町全体で注意喚起がなされている。 

 

  

 

 

  

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

掲示例１ 掲示例２      掲示例３      

町の掲示状況 
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○防犯立看板（６本） 

 イベント時に掲示して、折に触れ注意喚起をする。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

防災・防犯フェスタ時の掲示例      
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４成果と課題

及び今後の

取組み 

（１）事業実施の成果及び課題 

 ８月から事業を実施してきた成果としては、チラシによる啓発活動により

挨拶、声かけが積極的に行われるようになり、またパネルの掲示により、住

民の防犯意識の高まりが感じられる。 

また、平成２９年には、町内での侵入盗の発生は見られなかった。 

（Ｈ２６：８件、Ｈ２７：８件、Ｈ２８：２件） 

 

（２）今後の取組み 

① 地区の集会、イベント等の機会を捉え、「挨拶、声かけ運動」の継続的

な啓発活動を実施する。 

② イベント毎に「防犯立看板」の掲示を行い、引き続き住民の防犯意識

高揚を図る。 

③ 自主防犯活動をさらに発展させるため、自治会において、新たに「自

主防犯委員会」の結成を検討する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


